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1. ノリ の生長は リジγ，(3ーアラ ニ Y，ゼリγ，アスパラギシなどのア

ミノ酸[ζよって若 しく 促進される。

2. ノリの赤I/tt~1，j内 は ß-アラ ニ γ ， ゼリシ ， グ V VY(ζ よって|坊11: し得

る。

3. ノリ の生長はグアニY，アデニγ，尿酸などのプリシ類によって著

しく促進される。

4. ノリの二次芳増殖はプリジ頒lζよって促進される。

Summary 

Th巴 effeClsof amino acicls ancl Pllrines on th巴growthof POIアh.yrawere slllcliecl. 

The experiments were carriecl Ollt lIncler the artificial cllltur巴 conclition

The reslIlts ¥Vere as [ollo¥¥1s: 

1. The grO¥nh of Porphyra was promoted markeclly by the aclclition of amino 

acicls， sllch as Iysine， s・alanine，s巴rineancl asparagin巴.

2. The c1isease“akagllsar巴" of Porphyrα¥Vas preventecl by lhe aclclition of s-

alanine， serin巴 orglycin巴.

3. The growth of POI~ρhyra was promotecl markeclly by th巴 aclclitionof Pllrines， 

slIch as gllanine， aclenine， ancl lIric acicl 

4. The asexllal reproclllction of Porph.yra was promolecl by the aclclition of 

pllnnes 

引用文献
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187-191 奥貫-9J (1954)・“他物生理化学 朗 会 主J，5，東京

海:藻の放射能について

安藤芳明日
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緒己

1954 'Ifビキ ニ環礁で行なわれた原隊実験は，いわゆる「放射能マ グロ事

fuをひ き起したととでわれわれの記憶に未だ生々し く妓ってい る。 乙れが
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96 f民 刻銘8巻第3号昭和 35年 12月

わが国水産業!C与えた損害は大きく ，また公泉市町生上山々しき問題として社二

日された。

しかるにその後も各国の原水爆笑験が相継いで行われたため，わが国土

並びにその尉辺海域の放射能汚染はいちじるしく 僧大した ものと思われる。

水産物の放射能lζ関しては，わが国南}j海流域のものについては俊悦丸

lζよる調査1)があり ，また近海J主のものについても ζれまで多数の調査研究2)

がなされてきた。しかる Kこれらは大部分が魚介獄について行われたもので

部類に関するものは似めて少ない。 L.A. KRTJMHOr.Z')は米国 WhiteOak 

Lak巴において核分裂生成物の淡水J!Ei~菜類への彬料をしらべた結果 Volvox ，

sρlrogyra等の泌類が放射能をいちじるしく築研したと述べているc また

DR. Boss<}によると，水産生物』ζ対する核分裂生成物の移行は，誌類への吸

収はかなり大きく 3 またf卒、の場合汚染採類を削料とする魚腫lζ多くの放射能

の検出されることが明らかである。

海t誌はわが国における1え重な水l主資源であり ，国民の食生活rc深いつな

がりをもっている。 しかも口本全国いたる処の海岸にも着生しているので谷

易に入手できる。従ってわが国治海岸の放射能汚染調査の刻象として極めて

ヂ'f ~む義且つ有利であ る c よって今回は北泌道並ひ。に*州各地j主海藻類の放射

能汚染の実態を知る目的で，1959年l主の各種海泌類』ζついて放射能の測定を

行なった結果を以下報告するとととする。

測定方法

fjh試海藻 : 測定rc.用いた海採は 1959年 6~ 12月間に白身が採集 した

もの，および 1-1本各地lζ採取送付を依損したもので，採取方法およびその後

の処置はできるだけ紘一させた。すなわち採取後何時聞に水洗して砂その他

の附活物を取り去 り，次になるべく室内で短時間lζ乾燥させた。

放射能測定法 ー M\':tUI6~ は 1000C で乾燥して í!lr，水物となし， これよ り

常法により灰化物(電気炉 500~5500C)を作製し ， その 500mgを試料lJlLに

とり放射能を測定した。

これまで 11本産11rf.dii綴の放射能を測定した例として，1955~1956 ，\に氏

際・鮫島両氏による鹿児島民許証泌 17種について測定した報告りがあるが， 同

氏らの成績では 40K による布liiEが行なわれていないので)i'校訟なぷl床で汚染の

指度とはならない。泌誌にはー般にカリクムが多iiilζ含まれてお り，従って

これに附随する叫Kの放射能も無視できないc そこで今|行|の測定では，)火化
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安d誕 百'ij~~の放射能について 97 

物中のカリワムを結l光分析法lこよってあらかじめ測定し， その値より.，OK Iζ 

由来する放射能を次式lとより補正 した。

BC 
X=A一一一一一

262.2 

Xニ補正値 cpm 

A=灰分 500mgの放射能 cpm 

B=純 KCl500 mgの放射能 cpm 

Cニ灰分 500mg中の Kmg

測定計器の性能は次の女Jlくである。

言!数装 1[1

言 1・~台

計主主管

試料皿

計 dllJ イ立 i泣

科liJf製 1，000進式 No.57027 

科研製鉛遮蔽 GM管計数台

理研製 B2N， マイカの!早さ 1.6mgfcm2 

科研製ステ ンレユスチーノレ

内径 2.5111111 深さ 6111111 J早さ 0.3111111

7 イカ25より 10cI11の距離

測定結果および考察

緑藻類 6種，禍藻矧 18極，紅藻類 14:fillについて測定した結栄はそれぞ

れ第 1~3 表の如くである。

以上の結果によると，採取i時期や場所等の災同はあるが，海i誕のJiX射能

は緑 ・禍 ・紅各藻類相互間!とおいて左程手j¥むな差異は認められない。また同

一鹿児ついても他はまちまちであり ， 一般に 10cpm/g以下の放射能が認め

られた。とのような海部の放射能が何lζ由来するかは，核麗の分析を行なわ

なければ判明しないが， 天然の放射能として刊Kのほかに海水中lζ浴存して

いるラジクムその他の微iE放射性元京の移行ぷ砧が考えられる。その上近年

のフォ ー ノレアクトによる泌水 J~J 体， あるいは流入する|注水などによる汚染も

考えられる。とくに比較的浅 く陸水の影響を受け易い海岸に生えている鹿類，

例えば石以誌やスガモ等に高いカワ y トを示すものがあったのは，その影型:

を芸書きするものではなかろうか。

本調査にあたり ，海部採取並びに送付に御協力を賜った東北区水研梅本

滋技官2 ノ ート ノレダム ìl~心女子大学西掘幸吉氏， 北大水産学部正置富太郎氏

等に深甚なる謝立を表しますF
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第 1表 緑泌類の放射能

放射能/事l(
主Il 名 係取 地 J采l1R'I~月日 dlU7ζ年月日 11民水物K/FJ(分 水物 19

(%) 1 (%) (cpm 

ア オ / 北海道程内 '59. 8.24 '59. 8.28 22.0 16.5 -1.8土0.7

ウスノ〈アヰノリ 宮城県松ぬ '59. 6.22 '59. 8.10 14.3 14.9 16.8土0.7

アナアオサ 北t停道襟主主出11 '59. 6.28 '5日.8. 5 20.2 13.0 0.6土0.6

ル' 北海道七1111只 '59.10.14 '60.'l.11 30.1 12.0 -0.6土0.8
Jツ 向城県松J斗 '59. 6.22 '59. 8.10 22.2 23.0 4.7土1.2

// 兵同I!fi!否住: '59. 8.15 '60. 1.11 17.9 6.5 2.2土0.5

ジ ユ ス コ、二♂ 北百"道機義州1 '59. 6.28 '59. 8. 6 42.3 3l.0 12.3土1.7

ミ )V 兵111県赤松 '59. 7.27 '60. 1. 8 5l.1 l.4 0.4土1.J
/γ 兵1111R寄(1 '59. 8.15 '60. 1. 8 42.8 7.8 -1.9土1.0
λr tiJl奈川県鎌β '5日.10.31 '60. l.11 39.8 1.2 0.0土0.9

ス ブI エ.-;: 北海道襟裳自111 '59. 6.28 '59. 8. 5 16.9 18.0 10.3土0.6
λF 北海道釧路 '59. 8.11 '59. 8.19 22.4 6.5 3.7士0.6
メY T~f .v.&!~ 松，~，) '59. 6.22 '59. 8. 7 17.1 15.5 3.3士0.6

本極はì1~i挺ではないが使宜上こ の瓜I'C.入れたn

車~ 2表 補 泌 類 の 放射能

灰分/ 放射能/到l(
極 名 採 i収 地 採取年月日 測定年月日

無(水%)物
K/灰分

水(物cpm1g) (%) 

， 'Jイシコンフ 北海道襟袋Ilrlll '59. 6.28 '59. 8. 5 129.3 26.0 2.5こl二1.1
耳、コアシコンフ 北海道釧|路 '59. 8.11 '59. 8.19 15.4 2l.0 -0.2土0.5
リ ν リコンブ 北海道稚内 '59. 8.24 '59. 8.28 28.3 35.2 2.5土l.2
ヲ 3む j 兵 ~1I県香(:1 '59. 8.15 '60. l.11 37.9 14.8 2.7土0.5

ノノ 宮城県松l込 '59. 6.22 '59. 8.10 28.7 18.5 2.2土0.9

コ' 7 メ ノゲ '59. 6.22 '59. 8.10 34.0 21.5 8.0士1.2
11 |瑚111Y;lつるがゆ '59. 8.1:; '60. 1. I l 27.!i 1!i.2 1.3土0.8

ノ w jJ ジメ 神奈川県鎌β '59.:10.31 '60. l. 9 23.4 13.8 8.6土0.7
ホンタ ーワ ラ T~Ç城 t1rJ-松μ '5日 6.22 '59. 8.11 39.9 30.0 3.7士l.6

ノノ 兵 IlliY;~香{土 '5日.8.15 '60. l.ll 23.2 20.0 3.3土0.6
.'; メ タ'ワ う 神奈川県UtD '59.10.31 60. 1. 11 32.7 4.7 8.9土O日

ツガ ノ モ ヲ :It;m道釧|路 '59. il.ll '.')9. H.19 29.2 17.0 B.2土1. () 
グ 北梅道襟袋州l '59. G.28 '59. 8. 6 20.2 25.7 -0.3士0.7

‘:/ :r ロモク 1き域県松}:iJ '59. 6.22 '59. 8.10 25.6 20.5 -0.3土0.8
λF 兵h江県呑{上 '59. 8.15 '60. 1.11 14:2 15.0 2.8土0.5

ヨ レ モ ク 神奈川県鍛u '5日.10.31 '6りl.ll 18.3 2.6 l.7土0.4
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灰分/分K/灰分 放射物/事!i
極 名 採 取 地 採取年月日 測定年月日 ~ffí 7J< (?~)水(物ePi111g ) (-:'::) 

ヤツ マ タモク 神奈川県W"i;Q '59.10.31 '60 1.11 41.5 4.7 3.9士l.0

H 岡山瓜つるが1.;占 '59. 8.15 '60. 1. 8 21.4 14.5 l.1土0.6

λγ 兵問i瓜赤車li '59. 7. '27 '60. l. 8 '23.4 23.0 0.0士0.8

1) ~トラノヰ 北梅道稚内 '59. 8.'24 '59 8.'28 34.0 26.2 8.1土1.3

1/ 岡山!C¥つるが1:.占 '59 8.15 '60 1 9 3J. 7 11.2 6. :~ 土 0.9

耳オノ〈モ ク 宮城県松jzb '59 6.22 '59 8.10 '22.2 22.0 l.7士0.7

ア カ コ、二ー ク λγ '59. 6.22 '59. 8.11 28.0 '21.0 13.9土1.1

エ/ヤ ハ ズ 必γ '59. 6.22 '59. 8.11 23.8 19.5 14.9土0.9

エ /イ ジゲ 北百足道機裳IWIf '59. 6.28 '59. 8 5 24.7 13.3 l.9土0.7

フ クロ ノ グ '59 6.28 '59. 8. 5 60.0 8.5 9.6土1.8

1/ 宮城lR絵1;占 '59. 6.22 '59. 8.10 13.0士l.4

第 3表 紅 泌 類 の 放 射能

wi 山/~!!(
極 名 採 lfx J自 採取年月 日 測定年月日無水物 K/灰5} 水物 19

(%) 1 (-:ζ) 1 (cpm) 

サ J コ モ 北海道機設耐l' '59. 6.28 '59. 8. 5 77.8 0.6 28.1土2.:~ 

イソム ラ ガ キ 庁 '59. 6.28 '59 8. 6 23.9 19.0 6.2土1.4

1/ 宮城県松μ '59. 6.22 '59. 8.10 32.'2 11.5 10.8土1.0

フツマツモ 北海道襟裳出l' '59. 6.28 '59. 8. 5 33.8 16.0 22.6土1.3

H 北海道茂辺地 '59.10.19 '60. 1.11 48.3 6.2 2.9士1.3

ツ ノ て才 ヲ 北海道機主主出11 '59. 6.28 '59. 8. 5 24.1 8.5 6.6土1.2

グ 宮城lfL総!込 '59. 6.22 '59. 8.10 24.3 16.0 4.6土0.8

グ 北海道七豆浜 '59.10.14 '60. 1.11 22.6 12.5 0.0土0.6

フクロフノリ 北海道際必耐iI '59. 6.'28 '59. 8. 6 23.1 6.0 3.6土0.6

11 宮城県松品 '59. 6.22 '59. 8.10 14.3 15.8 7.7::1::0.5 

ア Lノ ク' サ 岡山県つるが};.d '59. 8.15 '60. 1. 8 26.3 6.0 0.0土0.6

カ ノ〈 ノ 兵庫瓜赤石!J '59. 7目 27 '60. 1. 9 17.3 3.2 3.5土0.3

z 耳ー ‘ノ ノ 北梅道襟袋出1
'

'59. 6.28 '59. 8. 6 38.6 8.0 7.0土l.1

7 ツ ノ 宮城県松ぬ '59. 6.22 '59. 8. 7 13.9 14.5 7.1土0.5

ムカテ'ノ 北海道事l幽 '59. 8.11 '59. 8.19 14.6 13.0 0.7土0.4

エ ゾトサカ λγ '59. 8.11 '59. 8.19 25.3 8.5 3.7土0.7

ヒフ コ トフ 北海道稚内 '59. 8.24 '59. 8.28 26.4 28.5 9.1土1.1

フシヅナギ 北海道七霊浜 '59.11.25 '60 1.11 30.1 4.0 2.1士0.7

ア カ ノ、 タ 宮城県松山 '59. 6.2'2 '59. 8.10 '22.7 13.0 5.3土0.7
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Summary 

The authoι measu recl raclioactivity in the various speωωof sea weecls collected 

at Hokbiclo ancl Honshyu c1istricts in 1959. 

The net count per 1 gr. of c1riecl materia1 was obtainecl by correcting the rel-

dioactivity of '01く beingnaturally contained in algal body 
Acιorclin日toth巴 presentc1ata， it was [ouncl that the majority o[ Lhc teslecl S8a 

weed只 conlainecl日mallamount or radioaclive elemenls besicles 40K. 

引用文献

1) zJ< j)Hf研究調査部 : ヒキニ海域に於ける放射能，J~査 ， lI~r向130 j手3月 2)原子力安只

会 会放射能調査の展望， /昭和134年 4月 3)L. A. KRUMIIOLZ: ORO-13~， AEC， Oct 

(1954). 4) DR. Boss: /二|米放射線級別会議資料 (195，1). 5)斎必要・鮫Jゐ宗:ljE:鹿児山大

学水政学部紀要，第 5巻 (1956)

東北地方産海 藻 雑記 (4)扮

) 11 /I!鳥 r~4
一山

S. KAWAS!--HMA: Notes on Some Marine Algae 

from th巴 Norlheast巴rnHonshu， Japan (4) 

Lornentaria lubrica (YENDO) YAMADA イ トタオヤギソク

Notes Some Jap. Alg. III (1932) jJ. 121; TAKAMATSU， Mar. Alg. Tsu-

garu Strait (1938a) jJ. 54， Pl. VII，日g.3; Id.， Mar. Alg. Sanriku Coast (193Sb) 

p. 127; Ic1.， Mar. Alg. Coast Japan S四 (1939)p. 67 ;今坊i. r紙嵐，能登地方海

部目録 (3)(1955) p. 71; Chylocladia lubrica YENDO， Novae algae Japoniae 

Decas I-III (1920) jJ. 6; YAMADA， Mar. Alg. Mutsu Bay II (1928) jJ. 518， fig. 

14 a， b 

ifJ也: 佐井，-，号衣月(ホロツキ)(背森県)

乙の海部は津軽海峡附近では 7月又は 8月の大潮時でも館出しない平坦

な岩盤やタイ ドプーノレで，直接岩の上や Sargassu111， Laurenciaなどの体上

lζ常lζ数個体が叢をなして着生しており ，その大きさ は 15-20cm位に達す

る。著者の観察では転石地:出;や傾斜が急、で波浪の烈しくあたる場所には生育

しないように思われる。木fuiの外観はこの地方の"木海沿岸の波浪の信号かな

松浦一， 1111王l幸V:l両教授辺!幣記念論文

北海道水産部水m~ Rぷ
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